
教育実践上の主な業績 年 月 日 概　　　　　　要

（1）教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

1-291

単著

令和５年6月

地域資源を活用した手話小テスト 令和２年６月
令和３年６月
令和４年６月
令和５年６月

女性の先駆者に関する学習 令和5年6月

令和4年12月

下中村武

実務経験（聴覚障害のある幼児のための通園施
設、開発途上国における障害児の教育開発）を、
学生に伝えるよう心がけている。

教育研究業績書

教育からみる南アジア社
会―交錯する機会と苦

共著 令和4年2月 玉川大学出版

Exploring remote realtime
captioning for students
with hearing impairments in

共著

（3）教育方法・教育実践に関する発表、講演等

こども教育学部

所属

比較教育学研究第65巻

共著

伊藤駿（共監訳）令和4年12月 明石書店

79-95

93-101

熊本県社会福祉事業団評議員 （令和4年～　）

SDG時代のインクルーシ
ブ教育：グローバルサウ

共著

1-12

日本比較教育学会
第59回大会においてラウンドテーブル（令和5年6月）「比較教育学からみる日本の特別支
援教育～これまでとこれから～」開催

Ⅲ　学会等及び社会における主な活動

（論文）

令和6年2月 九州地区国立大学教育
系・文系研究論文集第10

（その他）

熊本市立幼稚園の「こと
ばの教室」の果たした役

スリランカにおける障害
のある子どもの教育―

令和4年5月

教授

氏名

古田弘子

学位

該当頁数
発行所、発表雑誌

（及び巻、号数）等の名称
著書・論文等の名称

単著・共著
の別

「特別支援教育概論」「特別支援教育総論」の授業
において、九州や熊本に縁のある女性に関する映
画「典子はいま」「筆子、その愛」を視聴し、受講生
全員で討議を行い理解を深めた。

Ⅰ　教育活動

博士（心身障害学）

職名

（4）その他教育活動上特記すべき事項

（2）作成した教科書・教材・参考書

海外の障害児教育、インクルーシブ教育に関するゲ
スト講話

令和5年6月 アフリカ出身の留学生をゲストとして迎え、自国の
障害児教育、インクルーシブ教育に関する講話を
実施した。

「聴覚障害教育総論」において、手話実技小テスト
を、①地域の手話サークル関係者の実技動画作
成、②県内の聴覚特別支援学校ホームページ掲
載の各学部・教科における実技動画を紹介し、地
域資源を活用した学習を可能とした。

（著書）

発行または発表の
年月

令和6年2月

熊本大学教育学部紀要第
71巻

木山夢菜

編者・著者名
（共著の場合のみ記入）

Ⅱ　研究活動

明石書店 川口純（編） 81-102

押川文子（監）
小原優貴・茶谷智之・安

50-54.
153-159.

特殊教育・インクルーシ
ブ教育の社会学

共監訳



国際協力機構スリランカ事務所「イン
クルーシブ教育アプローチを通じた
特別なニーズのある子どもの教育強
化プロジェクト」

メンバーとして助言・研修実施（令和2年2月～令和６年2月）


